
外
交
官
漢
詩
人

堀
口
九
萬

一
の
詩
作
年
譜

外
交
官
漢
詩
人

堀
口
九
萬

一
の
詩
作
年
譜

西

村

富
美
子

大

正

十

年

(
一
⑩
b。
ド
)

十

四

年

三

月

刊

一
露

α
)

首

が

見

え

る
。

に
復
刊
さ
れ
た
雑
誌

『
明
星
』
の
第
六
巻
第
三
号

(大
正

に
、
す
で
に
前
稿
で
挙
げ
た
よ
う
に
次
の
よ
う
な
漢
詩
三

癸
亥
晩
秋
與
羅
馬
尼
駐
剤
公
使
堀

口
父
子
飲
、
長
城
有
詩
、
次
其
韻
却
酬
、

三
首

ち
ゆ
う
さ

つ

癸
亥
晩
秋
、
羅
馬
尼
駐

劃
公
使
の
堀
口
父
子
と
飲
む
。
長
城
に
詩
有

り
、
其
の
韻
に
次
し
却
酬
す
。
三
首

か

お
よ

官
場
迫
暇
共
吟
莚

官
場

暇
に
追
ん
で

吟
莚
を
共
に
す

公
使
風
流
誰
比
肩

公
使
の
風
流

誰
か
肩
を
比
べ
ん

更
喜
君
家
公
子
在

更
に
喜
ば
し
き
は
君
が
家
に
公
子
の
在
り
て

り
ゆ
う
だ

龍
蛇
百
攣
作
長
篇

龍
蛇

百
変
し
て

長
篇
を
作
す
を
じ
ゆ
う
お
う

〔自
注

-
長
城

の
長
子
の
大
学
、
国
詩
を
善
く
す
、
長
篇
縦

横
に
し
て
、

つ
と夙
に
盛
名
有
り
。
〕

新
歓
如
酷
奮
歓
醇

昨
是
今
非
五
十
春

遊
挾
誰
憐
漢
陽
客

如
今
斑
白
講
書
人

さ
く

あ

つ

新
歓
は
酷

の
如
く

旧
歓
は
醇
し

昨
は
是
に
し

て
今
は
非
な
り

五
十

の
春

遊
侠

誰
か
憐
れ
む

漢
陽
の
客

如
今

斑
白

講
書

の
人

よ

〔自
注

:
予
長
城
と
始
め
て
朝
鮮

の
京
城
に
干

い
て
相
識
る
、

前

の
事
に
属
す
。
〕

偶
會
故
人
尋
奮
歓

災
飴
秋
夕
倍
新
寒

陶
然
且
假
酔
中
夢

欲
學
圖
南
萬
里
搏

も
と

偶
た
ま
故
人
に
会
い
て

旧
歓
を
尋
む

ま

災
余

の
秋
夕

新
寒
倍
す

陶
然
と
し
且
つ
酔
中
の
夢
を
仮
り
て

図
南
万
里
を
搏

つ
を
学
ば
ん
と
欲
す

実
に
三
十
年

こ
の
次
韻
の
詩
の
作
者
は

『明
星
』
の
主
宰
者
、
与
謝
野
鉄
幹

で
あ
り
、
贈
詩

く

ま

い

ち

の
相
手
は
羅
馬
尼

(ル
ー
マ
ニ
ア
)
公
使
の
堀
口
九
萬

一

(号
は
長
城
)

で
あ
る
。

詩
題
に
よ
れ
ば

「癸
亥
晩
秋
」
と
あ
る
の
で
、
大
正
十
二
年

(一露
G。)

の
十

一
月

ご
ろ
、
関
東
大
震
災
の
二
ヶ
月
ぐ
ら
い
後
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

「堀
口
父
子
」
と

あ
る
の
で
、
子
息
の
堀
口
大
学
も
こ
の
酒
の
席
に
同
席
し
て
い
た
。
す

で
に
大
学

は
十
七
歳
の
こ
ろ
に
新
詩
社
に
入
門
し
て
お
り
、
鉄
幹

・
晶
子
夫
妻
と
は
師
弟
関

係
に
あ

っ
た
。
こ
の
詩
は
大
学
の
父
長
城
が
贈

っ
た
詩
に
対
し
て
、
鉄
幹
が

「次

韻
」
の
詩
を
却
酬
し
た
も
の
で
あ
る
。
(鉄
幹

-
五
十
歳
、
九
萬

一
-
五
十
八
歳
、

大
学

⊥
二
十
二
歳
)

七
言
絶
句
の
第

一
首
は
、
公
務
の
忙
中
に
閑
暇
を
見

つ
け
訪
れ
た
九
萬

一
と
漢

詩
を
詠
む
、

ル
ー
マ
ニ
ア
公
使
の
こ
の
風
流
ぶ
り
に
肩
を
並

べ
る
者
な
ど
無
く
、
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子
息
は
長
篇
の
詩
を
自
在
に
作
り
、
す

で
に
有
名
な
詩
人
、
と
父
子

へ
の
讃
辞
か

ら
始
ま
る
。
第
二
首
は
、
互
い
に
血
気
盛
ん
だ

っ
た
三
十
年
前
の
事
件
に
及
び
、

今
や
白
髪
ま
じ
り
の
年
齢
だ
と
回
顧
し
、
第
三
首
は
今
日
偶
然
旧
友
に
会

っ
て
旧

交
を
暖
め
、
酒
の
酔
夢

の
勢
い
で
、
自
分
は
荘
子
の
い
う
図
南
の
大
計
画
を
し
て

み
た
い
と
の
意
で
あ
る
。
第
二
句
の

「
災
余
」
は
関
東
大
震
災
後
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

鉄
幹
が
こ
の
三
首
連
作
の
詩
を
贈

っ
た
堀
口
九
萬

一
は
外
交
官
で
あ
り
、
当
時

ル
:
マ
ニ
ア
公
使

で
あ

っ
た
が
公
務
を
終
え
て

一
時
帰
国
中
の
身
で
、
息
子
と
と

も

に
与
謝
野
鉄
幹
を
訪
ね
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
堀
口
九
萬

一
と
鉄
幹
は
特
別
な

因
縁

の
あ
る
間
柄

で
あ

っ
た
。
三
十
年
近
い
昔
の
こ
と
で
あ
る
が
、
韓
国

の
聞
妃

暗
殺
事
件
に
関
わ
り
が
あ
る
。
な
お
九
萬

一
は
、
二
十
九
歳
の
時
に
第

一
回
の
外

交
官
領
事
官
試
験
に
合
格
し
た
日
本
で
最
初
の
外
交
官
で
あ
る
。
最
初

の
赴
任
先

は
朝
鮮
の
仁
川

で
あ

っ
た
が
、
赴
任
の
翌
年
に
妻
が
死
に
彼
自
身
も
閾
妃
暗
殺
事

件

の
首
謀
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
広
島
監
獄
に
収
監
の
身
と
な

っ
た
が
、
鉄
幹
も

共
犯
者
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
と
も
に
広
島
に
強
制
送
還
さ
れ
る
と
い
う
大
事
件
が

起
き
た
の
で
あ

っ
た
。
鉄
幹
の
容
疑
は
は
れ
た
が
、
九
萬

一
は
停
職
処
分
と
な
り

以
後
の
外
交
官
人
生
に
大
き
な
汚
点
を
残
し
て
し
ま

っ
た
。
最
初

の
出
発
点
か
ら

つ
ま
ず
い
て
し
ま

っ
た
た
め
折
角
日
本
初

の
外
交
官

で
あ

っ
た
の
に
、
そ
の
外
交

官
の
将
来
は
輝
か
し
い
栄
光
に
満
ち
た
も
の
で
は
な
く
か
な
り
き
び
し
い
前
途
が

待
ち
受
け
て
い
た
。

だ
が
公
的
に
は
恵
ま
れ
な
か

っ
た
が
私
的
な
面
で
は
ま
じ
め

一
筋
の
努
力
型
だ
っ

た
の
で
多
く
の
文
化
活
動
を
し
、
数
多

く
の
著
書
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
堀
口
九

萬

一
は
漢
詩
を
作
る
の
に
熱
心

で
、
子
息

の
大
学

の
言

に
よ
れ
ば

「
整
然
と
し
た

稿
本

『長
城
詩
稿
』
全
三
巻
に
、
三
百
三
十
首
の
巻
詩
を
残
し
て
お
か
れ
た
が
、
…
」

と
い
う
。
注
①

元
の
三
百
三
十
首
を
収
め
る

『長
城
詩
稿
』
は
目
に
す
る
機
会
を
ま
だ
得
て
い

な
い
が
、
九
十
九
首
を
収
録
す
る

『長
城
詩
抄
』
は
閲
読
す
る
機
会
が
あ
り
外
交

官
ゆ
え
の

ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
内
容

に
驚
き
の
念
を
禁
じ
得
な
か

っ
た
。
た
だ
そ

外
交
官
漢
詩
人

堀
口
九
萬

一
の
詩
作
年
譜

の
生
涯
の
特
殊
さ
ゆ
え
に
、
彼
に
つ
い
て
知
る
人
は
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
き
わ

め
て
少
な
い
。
ま
た
作
ら
れ
た
漢
詩
も
今
で
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
に
目
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
与
謝
野
鉄
幹
と
関
わ
り
の
あ
る
人
物
と
し
て
初
め
て
そ
の
名
を
知

っ

た
の
だ
が
、
漢
詩
人
と
し
て
の
力
量
を
さ
ら
に
知
り
た
い
と
考
え
数
年
前
か
ら
資

料
を
集
め
始
め
て
今
も
な
お
続
行
中
で
あ
る
。
堀
口
九
萬

一
の
人
生
と
人
間
像
解

明
を
目
的
に
作
品
読
解
を
始
め
る
前
に
、
そ
の

一
端
を
整
理
し
て
み
よ
う
と
考
え

た
の
が
こ
の
稿
の
き

っ
か
け
で
あ
る
。

先
に
ふ
れ
た

『長
城
詩
抄
』
を
も
と
に
し
て
、
他

の
傍
証
的
な
資
料
と
比
較
検

討
し
、
九
萬

一
の
漢
詩
の
作
品
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
今
回
は
詩
の
内
容
で
は
な

く
現
段
階
で
の
詩
作
年
譜
を
ま
と
め
て
み
た
。

ま
ず
最
初
に
、
参
考
と
し
た
資
料
を
挙
げ
て
お
く
。

二三

 

四五
⊥
ノ＼

『長
城
詩
抄
』
堀
口
九
萬

一
著

堀
口
大
学
鐸

大
門
出
版

昭
和
五
十
年

三
月
三
日
発
行
。

「
花
月
」
(雑
誌
)

永
井
荷
風
編

世
界
文
庫

大
正
七
年
五
月
～
十
二

月
。
随
筆
集

『
游
心
録
』

堀
口
九
萬

一
著

東
京
第

一
童
旦
房

昭
和
五
年
二
月

二
十
日
発
行
。

随
筆
集

『
外
交
と
文
藝
』

堀
口
九
萬

一
著

東
京
第

一
書
房

昭
和
九
年

七
月
十
日
発
行

『堀
口
大
学
全
集
』
6

(随
想
)
小
澤
書
店

昭
和
五
十
七
年
八
月
二
十
日

発
行
第
二
次

『
明
星
』
第
六
巻

・
第
三
号

(大
正
十
四
年
三
月
号
)

注
①

『
長
城
詩
抄
』
の
あ
と
が
き
。
大
学
は
、

ん
で

『長
城
詩
抄
』

一
冊
に
ま
と
め
た
。

三
百
三
十
首
か
ら
九
十
九
首
を
選
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外
交
官
漢
詩
人

堀
口
九
萬

一
の
詩
作
年
譜

【堀
口
九
萬

一
・
詩
作
年
譜
】

一

『長
城
詩
抄
』
に
よ
る

(九
九
首
)

◎
明
治
二
十
八
年

(
一
八
九
五
)

.
明
治
二
十
八
年
十
月
韓
國
之
攣
、
獲
韻
、
繋
於
廣
嶋
、
獄
中
之
作
、
記
感
也
。
五
首

韓
国

◎
明
治
三
十
三
年

(
一
九
九
〇
)

.
南
米
使
館
漫
吟

ブ
ラ
ジ
ル

◎
明
治
三
十
六
年

(
一
九
〇
三
)

.
南
米
雑
吟

二
首

(明
治
三
十
六
年
)

ブ
ラ
ジ
ル

.
梨
浦
竹
枝

三
首

ブ
ラ
ジ
ル

.
漫
吟

ブ
ラ
ジ
ル

.
伯
國
記
事
詩

四
首

ブ
ラ
ジ
ル

◎
明
治
三
十
九
年

(
一
九
〇
六
)

.
明
治
三
十
八
年
十
二
月
十
日
蹄
京
、
寓
三
田
綱
町

一
番
地
、
蹄
朝
雑
詩
。
四
首
。
三
十
九
年
四
月
作

.
寄
懐
張
公
使

日
本

・
東
京

◎
大
正
二
年

(
一
九

=
二
)

.
墨
國
有
攣

大
統
領
墨
族
避
難
干
我
嵯
館
、
齪
平
後
予
將
去
墨
國
、
示
僚
友

メ
キ
シ
コ

・
大
久
保
卜
居
偶
得

(五
月
)

・
五
年
前
自
瑞
典
赴
墨
國
偶
得
丁
母
喪
、
今
藪
蹄
朝
恨
然
賦
此

・
癸
丑
七
月
錦
展
先
墓

(七
月
)

・
京
都
圓
山
村
井
氏
別
邸
長
樂
館
偶
得

(八
月

一
日
)

・
八
月
九
日
船
獲
敦
賀

(八
月
九
日
)

.
女
花
枝
嚢
嫁
秋
山
氏
予
之
西
航
與
、
其
夫
相
携
送
到
敦
賀
賦
此
爲
別

・
日
本
海
偶
占

・
恰
爾
賓

・
西
比
利
亜
途
中

二
首

・
貝
加
爾
湖

(八
月

一
日
結
婚
)

日
本

・
東
京

日
本
日
本

・
新
潟

日
本

・
京
都

日
本

・
福
井

日
本

・
福
井

日
本
中
国

・
吟
爾
賓

シ
ベ
リ
ア

バ
イ
カ
ル
湖

三 三 三 二 二 二 二 二 二 二 二 二 七
三 一 〇 九 八 七 五 六 四 三 ニ ー ～

… δ

一 一 九 七 六 一

三 二 ～ ・ ～

～ 一 八 五

六

② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ⑦ ③ ②
～ ～ ～ ～ ～ ～
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・
烏
拉
山
頭

・
莫
斯
科
府

二
首

・
馬
徳
里
都
雑
詠

◎
大
正
三
年

一
月

(
一
九

一
四
)

・
五
十
自
述

大
正
三
年

一
月
廿
八

日
作

時
役
干
西
斑
牙

◎
大
正
四
年
秋

(
一
九

一
五
)

・
秋
妃

佛
國
倶
爾
蒙
原
作
漢
課

(
フ
ラ
ン
ス
・
グ
ー
ル
モ
ン
)

・
秋
詞

佛
詩
倶
爾
蒙
原
作
漢
課

(
フ
ラ
ン
ス
・
グ
ー
ル
モ
ン
)

◎
大
正
六
年

(
一
九

一
七
)

・
大
正
六
年
九
月
廿
六
日
、
將
嚢
馬
徳
里
賦
此
留
別

・
西
斑
牙
途
中
囑
目

・
過
塞
維
里
亜

・
船
登
加
的
斯
至
紐
育

・
杜
海
懐
古

・
宿
廣
路
街
十
二
層
客
淺

・
登
摩
天
棲

・
汽
車
過
落
機
山

ロ
ッ
キ
:
山

・
大
平
洋
上
迎
天
長
佳
節
書
感

(十

一
月
三
日
?
)

◎
大
正
七
年

(
一
九

一
八
)

・
大
正
七
年

一
月
大
森
望
翠
櫻
客
桟

迎
年
、
次
韻
伊
東
君
韻

・
賦
得
海
邊
松
用
伊
東
君
韻

・
偶
吟
次
酒
井
君
戊
午
元
旦
韻

(
一
月

一
日
)

・
與
僚
友
騎
馬
遊
習
志
野

・
偶
感

・
荷
風
永
井
君
辱
恵
先
人

禾
原
先
生
來
青
閣
集
賦
謝

・
會
津
八
朔
郎
兄

二
首

(大
正
七
年
七
月

一
日
東
京
に
て
の
作
)

・
南
平
塁
寓
櫻
雑
詩

二
首

(大
正
七
年

一
月
)

・
戊
午
八
月
廿
三
日
赴
長
岡
展
先
墓

(大
正
七
年
八
月
廿
三
日
)

外
交
官
漢
詩
人

堀
口
九
萬

一
の
詩
作
年
譜

ウ

ラ

ル
山

モ

ス
ク

ワ

マ
ド
リ

ー

ド

ス

ペ
イ

ン

ス

ペ
イ

ン

ス
ペ

イ

ン

ス

ペ

イ

ン

ス

ペ

イ

ン

シ

リ

ア

～

ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク

ト

ラ

フ

ァ

ル
ガ

ル

ア

メ

リ

カ

ア

メ

リ

カ

ロ

ッ
キ

ー

山

日
本

・
東
京

日
本
日
本
日
本

・
千
葉

日
本
日
本
日
本
日
本
日
本

・
新
潟

三
四
三
五

・
三
六

三
七

三
八

四 三
〇 九

四 四 四 四 四 四 四 四 四
九 八 七 六 五 四 三 ニ ー

 

五
〇
五

一

五
二
五
三
五
四
五
五
五
六

・
五
七

五
八

・
五
九

六
〇

② ② ②
～

 

⑧⑩ ⑩② ② ② ② ⑦ ② ② ② ②② ② ② ③ ② ② ② ② ②
～ ～
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外
交
官
漢
詩
人

堀
口
九
萬

一
の
詩
作
年
譜

・
題
南
平
墓
僑
居
壁

日
本

・
舞
伯
國
駐
剤
命
書
感
、
伯
國
世
十
三
年
前
奮
任
地
故
及

二
首

日
本

・
到
新
嘉
披

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

・
船
着
梨
浦

四
首

(十
月
三
十
日
着
)

ブ
ラ
ジ
ル

・
書
櫻
漫
吟

ブ
ラ
ジ
ル

◎
大
正
九
年

(
一
九
二
〇
)

・
伯
國
聖
州
日
本
移
民
地
所
見
、
大
正

九
年
八
月
視
察
旅
中
作

四
首

ブ
ラ
ジ

ル

◎
大
正
十
年

(
一
九
二

一
)

・
逸
山
原
首
相
艶
凶
手
、
賦
此
致
哀
悼
微
意

三
首

(十

一
月
四
日
東
京
駅
に
て
遭
難
)

ブ
ラ
ジ

ル

◎
大
正
十

一
年

(九
月
、
ブ
ラ
ジ
ル

・
リ
オ
で
の
猫
立
百
年
記
念
祭
に
特
派
大
使
に
任
命
、
式
典
参
加
)

・
伯
國
百
年
祭
日
東
名
士
観
光
來
臨
、
皆

一
國
之
選
日
伯
國
交
更
有
可
見
欣
然
賦
此

三
首
ブ
ラ
ジ

ル

◎
大
正
十
二
年

(
一
九
二
三
)

・
將
去
伯
國
得
数
絶

五
首

(五
月
)

ブ

ラ
ジ
ル

◎
?

(年
代
不
詳
)

・
人

の
嘲
を
解
く

?

・
新
潟
即
事

(大
河
を
前
に
)

二
首

日
本

・
新
潟

・
芝
城
所
見

(新
発
田
で
見
た
も
の
)

日
本

・
新
潟

・
游
十
和
田
湖

三
首

日
本

・
秋
田

◎
大
正
十
二
年

(
一
九
二
三
)

・
望
翠
縷
寓
居
帥
事

十

一
月
六
日

日
本

・
東
京

・
過
改
羅

(
ル
ー

マ
ニ
ア
國
赴
任
の
途
中
)

カ
イ

ロ

・
羅
都
賞
莉
羅

(大
正
十
三
年
?
)

ル
ー
マ
ニ
ア

◎
大
正
十
三
年

(
一
九
二
四
)

・
奉
國
書
赴
愈
國
所
得

大
正
十
三
年
五
月
十
二
日

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

・
甲
子
五
月
廿
七
日
余
在
羅
馬
尼
、
次
女
蹄
嫁
羅
國
麻
氏
賦
此
記

ル
ー
マ
ニ
ア

◎
大
正
十
四
年

(
一
九
二
五
)

・
大
正
乙
丑
三
月
蹄
臥
故
山

書
感

日
本

六

一

六
二

・
山ハ
三

六
四
六
五
～
六
八

六
九

七
〇
～
七
三

七
四
～
七
六

(
一
九
二
二
)
七
七
～
七
九

八
〇
～
八
四

八
九
～九

八 八 八
八 六 五
～
八
七

九 九 九
四 二_

九 九
六 五

 

九
七

③ ② ② ② ②
～ ～

 

②
～

②
～

②
～

②
～

② ② ② ②～ ～② ② ②③ ②

 

②
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◎
は
作
詩
の
年
代
。

※
①
五
言
絶
句

⑦
五
言
古
詩

・
は
詩
題
。
下
の
国
名
は
作
詩
の
国
。
漢
数
字
は
詩
の
排
列
ナ
ン
バ
ー
。

無
し

②
七
言
絶
句

九
〇
首

③
五
言
律
詩

三
首

④
七
言
律
詩

二
首

⑧
七
言
古
詩

一
首

⑨
賦

無
し

⑩
詞

二
首

○
の
数
字
は
左
に
示
し
た
詩
型
。
(以
降
も
同
じ
)

無
し

⑤
五
言
排
律

無
し

⑥
七
言
排
律

無
し

二

『花
月
』
に
よ
る
補
足

(三
二
首
)

●

「東
鋸
雑
吟
」
:
・第
壼
號

(大
正
七
年
五
月
発
行
)

・
大
正
丁
巳
九
月
廿
九
日
將
嚢
馬
徳
里
賦
此
留
別

・
汽
車
中
所
感

・
西
斑
牙
途
中
囑
目

・
加
的
斯
港

・
船
登
加
的
斯
至
紐
育
雑
吟
三
首

・
太
西
洋
上
書
感

●

「
戊
午
詠
草
」
:
・第
武
號

(大
正
七
年
六
月
発
行
)

二
首

の
二

三
首
二
首

の
二

一
首
三
首

の

一
・
三

二
首

・
大
正
七
年

一
月
大
森
望
翠
櫻
客
淺
迎
年
次
伊
東
君
韻

二
首

の
二

・
漫
吟
次
伊
東
君
韻

一
首

・
次
水
雲
山
房
聯
句
韻
呈
政

二
首

・
章
水
老
兄
次
天
随
詞
宗
韻
見
恵

一
律
歩
韻
賦
呈
併
正

一
首

・
畳
韻
似
酒
井
君

二
首

・
二
月
初
六
與
同
人
會
飲
木
挽
町
緑
亭
席
上
率
作

四
首

・
與
僚
友
騎
馬
遊
習
志
野
得
五
絶

三
月
三
十

一
日

五
首
の
二

・
三

・
四

・
五

・
南
平
毫
僑
居
有
作

一
首

●

「東
臨
雑
吟

其
二
」
:
・第
四
號

(
大
正
七
年
八
月
発
行
)

・
十

一
月
十
三
日
船
到
紐
育

・
矢
田
総
領
事
遽
余
紐
育
埠
頭
爲
設
晩
餐
會
賦
謝

・
街
上
自
動
車
如
織
爲
盛
観
偶
賦

・
船
泊
桑
港
領
事
館
員
諸
彦
來
迎
賦
謝

・
太
平
洋
上
迎
天
長
節
書
感

外
交
官
漢
詩
人

堀
口
九
萬

一
の
詩
作
年
譜

一
首
一
首
一
首
一
首
三
首

の

一

・
三

② ② ② ② ① ②
～ ～

② ② ② ② ③ ③ ② ③
～ ～ ～

② ② ② ② ②
～
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外
交
官
漢
詩
人

堀
口
九
萬

一
の
詩
作
年
譜

・
船
過
布
畦

一
首

②

●

「戊
午
詠
草

其
二
」
:
・第
五
號

(大
正
七
年
九
月
発
行
)

☆
詩
題
が
異
な
る
の
で
示
し
た
が
、
詩
数
に
は
加
え
な
い
。

・
余
半
生
在
海
外
。
日
親
蟹
行
文
字
。
而
夙
好
所
存
。
不
能
屡
韻
語
。

一
日
訪
會
津
八
朔
兄
、
快
談
入
夜
。
詩
話
俳
談
。
歓
興
如
湧
。
八
朔
兄
囑
木
村
正
平
。

因
自
號
長
城
。
字
鵬
郷
、
昔
人
有
句

云
。
九
萬
里
中
鰻
自
化
。
余
名
九
萬

一
。
圖
南
雄
志
。
毎
來
往
於
懐
裏
。
偶
得
二
絶
、

※
①
五
言
絶
句

三
首
。

②
七
言
絶
句

二
五
首
。

③
五
言
律
詩

四
首
。

④

・
⑤

・
⑥

・
⑦

・
⑧

・
⑨

・
⑩
↓
無
し
。

三

『
游
心
録
』
「
海
外
日
記
詩
抄
」
に
よ
る
補
足

(七
首
)

◎
明
治
三
十
六
年

(
一
九
〇
三
)

・
東
京
の
親
友

へ
の
書
翰

の
端

へ

一
首

②

・
ペ
ト
ロ
ポ
リ
ス
紀
事
詩

五
首

の
五

②

◎
明
治
三
十
九
年

(
一
九
〇
六
)

・
蹄
朝
雑
詩

二
首

の
二

②

◎
大
正
七
年
十
月
三
十
日

(
一
九

一
八
)

・
船
著
梨
浦

五
首

の
二

②

◎
大
正
九
年
八
月

(
一
九
二
〇
)

.
伯
國
聖
州
日
本
移
民
地
所
見

六
首
の

一
・
三

・
四

②
～

※
②
七
言
絶
句

七
首
。
①
、
③
～
⑩
の
詩
型
は
無
し
。

四

『外
交
と
文
藝
』
に
よ
る
補
足

(
四
首
)

◎
明
治
二
十
八
年
九
月

(
一
八
九
五
)

・
李
院
君

へ
の
贈
詩
:
・七
言
絶
句
四
首

(李
院
君
と
の
会
話
に
代
わ
る
贈
答
詩
。
詩
題
は
無
し
。
う
ち

一
首
は
転
結

の
二
句
の
み
)

②

※
②
七
言
絶
句

四
首
。

五

『堀

口
大
学
随
想
集
』
「
詩
と
詩
人
」
に
よ
る
補
足

(
一
首
)

刻
余
印
。

一28一



◎
昭
和
二
十
三
年

「序
に
代
う
る
書
翰
」

・
堀
口
九
萬

一
か
ら
の
贈
詞

一
首

佐
藤
春
夫

⑩

※
⑩
詞

一
首
。
①
～
⑨
の
詩
型
は
無
し
。

○

堀
口
九
萬

一
の
漢
詩

で
、
現
在
知
り
得

る
の
は
、

一
、
『
長
城
詩
抄
』
九
七
首
。
二
、
『花
月
』
三
二
首
。
三
、
『游
心
録
』
七
首
。
四
、
『
外
交
と
文
芸
』
四
首
。
五
、

「詩
と
詩
人
」

一
首
、
で
あ
り
、
詩
数
は
、

一
四

一
首
、
詩
型
は
、
①
五
言
絶
句

三
首
。
②
七
言
絶
句

一
二
六
首
。
③
五
言
律
詩

七
首
。
⑦
五
言
古
詩
?

二
首
。

⑧
七
言
古
詩

一
首
。
⑩
詞

一
首
で
、
七
言
絶
句
が
圧
倒
的
に
多
い
。
な
お
⑦
の
五
言
古
詩
二
首
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
グ
ー
ル
モ
ン
の
詩
を
訳
し
た
も
の
で
、
型
式

.

内
容
か
ら
見

て
、
詞
の
部
類
に
入
れ
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

(四
天
王
寺
大
学
客
員
教
授
)
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外
交
官
漢
詩
人

堀
口
九
萬

一
の
詩
作
年
譜


